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１．研究目的  

伊勢湾台風による災害から 50年が経過し，伊勢湾・三河湾の沿岸部は都市化と資産の集中が進行し，高潮
防護の第一線となる海岸の環境が大きく変化している．湾内の主要な港湾は，高潮災害後に高潮防護施設を整

備し，中部圏の経済活動の基盤として，その発展に重要な役割を担ってきた．一方，伊勢湾台風が再来した場

合，現状の港湾は，高潮防護機能が確保されているか，確認はされていない．本研究は，高潮浸水シミュレー

ション手法を用いて，伊勢湾・三河湾の主要港湾である名古屋港・四日市港・津松阪港・衣浦港・三河港の５

港湾を対象に，伊勢湾台風来襲時に発生する高潮浸水予

測を行い，港湾が有する現状の高潮防護機能を検証する

とともに，港湾の高潮防災上の課題を抽出する． 

２．高潮浸水シミュレーションの概要  

高潮浸水シミュレーションは，外洋から伊勢湾全域の

範囲で海域の高潮推算を行い，図 1に表す５港湾周辺で

陸域への浸水を予測した．図には１例として名古屋港の

浸水計算領域を拡大して表す．高潮浸水予測モデルは，

伊勢湾全域を 600ｍと 200m格子で，５港湾の港湾区域
及びその背後を 50m 格子で地形近似し，多領域を同時
計算処理した．陸域への浸水量は，埋立地の岸壁及び防

潮堤等の構造物位置で，越流公式に基づく越流量と期待

越波流量の算定図に基づく越波流量から求めた．防護施

設からの越波現象を表現するため，エネルギー平衡方程

式を基礎式とする外洋波浪推算，伊勢湾内の浅海波浪推

算と港内の波浪変形計算を並行し

て行った．また，重要港湾に見られ

る埋立地背後の高潮防護施設の配

置を考慮し，波浪変形計算は冠水し

た埋立地の波の伝播も扱い，埋立地

背後の防潮堤からの越波も評価し

た． 
３．高潮浸水予測の結果  

(1) 湾内の高潮・波浪分布の予測  

 図 2 は伊勢湾台風が再来する場

合に，湾内で発生する高潮時の最大

潮位偏差と最大有義波高の空間分

布を表す．左図より伊勢湾奥の名古

屋港及び三河湾奥の三河港の潮位 
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図 1 高潮浸水シミュレーションの対象港湾 
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図 2 伊勢湾台風時の高潮及び波浪の分布 
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偏差が相対的に大きい．一方，右図の波浪分

布を見ると，外洋から湾内への侵入波浪によ

り，四日市港の有義波高が相対的に大きい． 
(2) 重要港湾の高潮浸水予測  

伊勢湾・三河湾内の海岸保全施設の計画天

文潮位（台風期平均満潮位）及び朔望平均満

潮位（H.W.L.）の条件で，伊勢湾台風来襲を
想定した高潮浸水シミュレーションを行い，

５港湾で高潮により発生する浸水の状況を

予測した．図 3は，予測計算結果の１例とし

て名古屋港の浸水状況（最大浸水深の分布）

を表す．設定した天文潮位の場合，高潮が防

潮堤を越流する状況は発生せず，最大の越波

量もほぼ許容値（0.01m3/m/s と設定）程度
であった．現状の高潮防護施設は機能し，高

潮による堤内地の高潮被害は発生しない．し

かし，防潮堤外の港湾内の埋立地は，広範囲

で浸水被害が発生する． 
４．高潮浸水マップの活用  

 図 4は，伊勢湾台風来襲時の

高潮により，名古屋港の埋立地

で発生が予測される浸水状況

を視覚化した高潮浸水マップ

である．図中に，代表地点の浸

水深の時系列をあわせて示す．

高潮浸水マップから，高潮防災

を考えるうえでの多くの情報

を得ることができる．図中の浸

水深分布及び時系列から，高潮

ピーク時刻の 30分程前に浸水
が開始し，一部の埋立地の浸水

深は1.0mを超過することがわ
かる．このような地点に自動

車・木材・コンテナ等の港湾資産が蔵置されていると，それらは流出し，高潮災害の拡大や災害後の港湾機能

復旧時の障害になる．これらの情報は，港湾資産の流出対策や港湾防災の基礎資料としての活用が期待できる． 

５．おわりに  

 伊勢湾・三河湾の５港湾を対象とする広域の高潮浸水シミュレーションモデルを構築した．現状地形で，伊

勢湾台風が来襲した場合，防護施設は堤内地に対して機能を有することが確認できた．一方，埋立地等の堤外

地は浸水被害が発生する．そこで，計算結果により，海域・陸域の高潮時の潮位の平面図や時系列図等の多様

な出力を行い，災害情報の視覚化を図った．これらの出力情報は，港湾の高潮防災対策への活用が期待できる． 
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図 4 埋立地の高潮浸水図と浸水深の時系列 

：海岸保全施設：海岸保全施設：海岸保全施設

図 3 伊勢湾台風時の現状地形の高潮浸水図 

図 4 埋立地の高潮浸水図と浸水深の時系列 
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